·  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）さんの個別 (こべつ)避難 (ひなん)行動 (こうどう)（支援 (しえん)）計画 (けいかく)
· 風水害 (ふうすいがい)や地震 (じしん)：避難 (ひなん)場所 (ばしょ)と避難 (ひなん)経路 (けいろ)を考え (かんが)よう。　①どのようになったら？　②どうする？
· 災害 (さいがい)時 (じ)、保護者 (ほごしゃ)が一緒 (いっしょ)にいない状況下 (じょうきょうか)を想定 (そうてい)して、対応 (たいおう)を検討 (けんとう)しましょう。

	登 (とう)下校 (げこう)時 (じ)の避難 (ひなん)
	参考例）　下校 (げこう)時 (じ)
1 かさがさせないくらいの強 (つよ)い雨 (あめ)
2 雨 (あめ)がおさまるまで　　
△商店 (しょうてん)（こども110番 (ばん)の家 (いえ)）へ
	大雨
	

	
	
	地震
	


	自宅 (じたく)からの避難 (ひなん)
	参考例）　留守番 (るすばん)時 (じ)
1 大 (おお)地震 (じしん)の後 (あと)、近所 (きんじょ)で火災 (かさい)発生 (はっせい)
2 近所 (きんじょ)の大人 (おとな)と一緒 (いっしょ)に△公園 (こうえん)へいく。（指定 (してい)非難 (ひなん)場所 (ばしょ)）
	大　雨
	

	
	
	地震
	　　　

	外出 (がいしゅつ)時 (じ)の避難 (ひなん)
	参考例）　習い事 (なら ごと)　
1 　教室 (きょうしつ)が危険 (きけん)な時 (とき)
2 　△公民館 (こうみんかん)で引 (ひき)渡 (わた)し。（教室 (きょうしつ)近く (ちか)の指定 (してい)避難 (ひなん)場所 (ばしょ)）
	大雨
	

	
	
	地震
	

	非常時 (ひじょうじ)にも必要 (ひつよう)な生 (せい)活 (かつ)用 (よう)品 (ひん)　　　置 (お)き場 (ば)所 (しょ)（　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

□　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　　

	家族 (かぞく)の安否 (あんぴ)の確認 (かくにん)方法 (ほうほう)や、子 (こ)どもの迎 (むか)えが困難 (こんなん)な時 (とき)の対応 (たいおう)


○ 緊急 (きんきゅう)時 (じ)・災害 (さいがい)時 (じ)の支援 (しえん)に必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)　その①　　
☆は、千葉県 (ちばけん)のヘルプカードと同 (おな)じ内 (ない)容 (よう)です。
	☆ふ　り
　　が　な
	
	☆生年 (せいねん)月日 (がっぴ)
	年 (ねん) 　　 月 (がつ)　　  日 (にち)　（　　　　　　歳 (さい)）

	☆氏 (し)名 (めい)
	
	☆住 (じゅう)　所 (しょ)
	　

	☆性 (せい)別 (べつ)
	男 (おとこ)　・　女 (おんな)
	☆血液型 (けつえきがた)
	Ａ　・　Ｂ　・　Ｏ　・　ＡＢ　  　ＲＨ　＋・－

	所属先 (しょぞくさき)　TEL　（担当者 (たんとうしゃ)）
例）△小学校TEL12‐3456（△先生）
放課後デイTEL65－4321（〇さん）
	　　　　　　　　　　　　　　 TEL　　　　　　　　　　 　　　（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　TEL　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

	● 生命 (せいめい)にかかわること
（医療的 (いりょうてき)ケア・薬 (くすり)・アレルギー等 (など)）
	



	● 日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)で配 (はい)慮 (りょ)や手助 (てだす)けが必要 (ひつよう)なこと。
	例）見 (み)え方 (かた)、聞 (き)こえ方 (かた)など、外 (がい)見 (けん)からは気 (き)づかれにくいこと

	
	



	☆連絡先 (れんらくさき)　
災害 (さいがい)伝言板 (でんごんばん)　171 (いない)
と覚 (おぼ)えよう
	1 氏名 (しめい)

	関係 (かんけい)（　　　　　　　　　）　　電話 (でんわ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日中 (にっちゅう)いるところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	2 氏名 (しめい)
　　　　　　　　　
	関係 (かんけい)（　　　　　　　　　　）　電話 (でんわ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日中 (にっちゅう)いるところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	☆ かかりつけ医療 (いりょう)機関 (きかん)


TEL： 　　　　　　　　　　　　　　　
	☆　かかりつけ薬局 (やっきょく)：

TEL：
薬 (くすり)の保管 (ほかん)場所 (ばしょ)　(　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　）


〇 本 (ほん)人 (にん)の写 (しゃ)真 (しん)を貼 (は)りましょう　













名前 (なまえ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年齢 (ねんれい)　　　　　   　　　　　
身長 (しんちょう)　　　　　　　　　　  　　ｃｍ　　体重 (たいじゅう)  　　　　　　　　　ｋｇ　
所属先 (しょぞくさき)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
＜メッセージ＞　伝言 (でんごん)や連絡 (れんらく)など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　
〇　家族 (かぞく)や支援者 (しえんしゃ)の写真 (しゃしん)　（本人 (ほんにん)と一緒 (いっしょ)に写 (うつ)っているもの）
[image: ]
· 写 (うつ)っている人 (ひと)　　（　位 (い)置 (ち)例 (れい)　　左側 (ひだりがわ)から2番 (ばん)目 (め)等 (など)）
名前 (なまえ)　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　続柄 (つづきがら)　　　　　 　　　　（位置 (いち)　　　　　　　　　　　　　　）　
名前 (なまえ)　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　続柄 (つづきがら)　　　 　　　　　　（位置 (いち)　　　　　　　　　　　　　　）
名前 (なまえ)　　  　　　　　　　  　　　　　　　　　　続柄 (つづきがら)　　 　　　　　　　（位置 (いち)　　　　　　　　　　　　　　）

緊急時の迎えをお願いしている方と一緒の写真があると、引渡しがスムーズです。
· 　緊急 (きんきゅう)時 (じ)・災害 (さいがい)時 (じ)の支援 (しえん)に必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)　その②
	【避難所 (ひなんじょ)を運営 (うんえい)している方 (かた)にお願 (ねが)いしたいこと】



	☆病気 (びょうき)や障害 (しょうがい)のこと
	

	得 (とく)意 (い)な感 (かん)覚 (かく)（見 (み)る、聞 (き)く等 (など)）
例）　○○を見ると喜ぶ
△△を聞くと笑顔になる
	

	苦手 (にがて)なこと・SOS (えすおーえす)のサイン
例）　大きな声や物音が苦手です。
後ろから突然声をかけないでください。
　　　　不安になると爪をかみます。
　　　一度に沢山のことを言われると混乱します。
	


	安心 (あんしん)グッズ、好 (す)きな食 (た)べ物 (もの)など
非常時用に、家庭以外にも本人が好むものを知っておき、準備しておくと支援に役立ちます。
	

	落 (お)ち着 (つ)ける活動 (かつどう)や遊 (あそ)び
例）　好きな歌手のCDを聞くこと。
　　気持ちが不安定になった時は、静かな場所に行くと落ち着きます。
	


	できるお手伝 (てつだ)い
例）　タオルなどの洗濯物がたためます
	



〇　（　　　　　　　　　     　　　　　　　）さんの 医療 (いりょう)・薬 (くすり)に関 (かん)する情 (じょう)報 (ほう) 
	健康上 (けんこうじょう)どうしても飲 (の)む必要 (ひつよう)のある薬 (くすり)の 
☆ 名称 (めいしょう)・用法 (ようほう)・容量 (ようりょう)
	

	非常用 (ひじょうよう)に携帯 (けいたい)している薬 (くすり)のある場所 (ばしょ)
	

	「飲 (の)み方 (かた)」などの配慮 (はいりょ)（普段 (ふだん)の飲 (の)み方 (かた)など）
	


	医療 (いりょう)に関 (かん)して、配慮 (はいりょ)や支援 (しえん)が必要 (ひつよう)なこと。

☆ 医療的 (いりょうてき)ケアやアレル   　ギー症状 (しょうじょう)のことなど
	


○　このシートをお薬手帳に挟んでおくのも良い方法です。
○ 避難 (ひなん)行動 (こうどう)シミュレーション　震度 (しんど)６強 (きょう)の地震 (じしん)や大型 (おおがた)の台風 (たいふう)が来 (き)たとしたら　

	時 (じ)　刻 (こく)
	行 (こう)　動 (どう)
	備 (そな)　え　

	例）　５：00
　　　　7：45
　　　午後 (ごご)の活動 (かつどう)②
	自分 (じぶん)の部屋 (へや)で寝 (ね)ている
ひとりで歩 (ある)いて登校 (とうこう)している
学 (がく)童 (どう)保 (ほ)育 (いく)にいる
	寝室 (しんしつ)のタンスの下敷 (したじ)きにならない場所 (ばしょ)で寝 (ね)る。
登校 (とうこう)時 (じ)に危険 (きけん)な場所 (ばしょ)（ブロック塀 (べい)）を知 (し)る。
学童 (がくどう)保育 (ほいく)の避 (ひ)難 (なん)場 (ば)所 (しょ)を確認 (かくにん)する。

	早朝 (そうちょう)～外出 (がいしゅつ)まで
：　 　～　  ：
	

	

	通学 (つうがく)・通勤中 (つうきんちゅう)
：　 　～　  ：
	
	

	午前 (ごぜん)の活動中 (かつどうちゅう)
：　 　～　 　：
	
	

	午後 (ごご)の活動中 (かつどうちゅう)①
： 　　～　 　：
	

	

	午後 (ごご)の活動中 (かつどうちゅう)②
：　 　～　 　：
	
	

	帰宅 (きたく)途中 (とちゅう)
： 　　～ 　　：
	
	

	帰宅後 (きたくご)の時間 (じかん)
：　　 ～　 　：
	
	

	就寝中 (しゅうしんちゅう)
： 　　～　  ：
	

	



〇　メ モ　　　　　　
（家族 (かぞく)や支援者間 (しえんしゃかん)で共有 (きょうゆう)したことや、個別 (こべつ)の配慮 (はいりょ)に関 (かん)することを書 (か)きましょう）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　













〇　定期的に災害時・緊急時の対応についての話し合いをもちましょう。
〇　子どもの持ち物（連絡帳やカバン）に入れ、携帯するようにしましょう。
〇　保護者の方も持ち合って、対応を共有できるようにしましょう。
〇　学校や事業所の引き渡し時のルールを改めて確認しておきましょう。
〇　子ども自身にも、本人のわかる範囲で理解を促しましょう。
〇　個人情報が多く含まれるので、保管には十分気を付けましょう。
作成日　　　　　　　年　　　　　月　　　　日　　　　　　記載者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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